
　
市
で
は
全
庁
を
挙
げ
た
環
境

保
全
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
那

覇
市
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
計
画
（
那

覇
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
）

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
市
の
業
務
の
な
か
で

環
境
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
も
の

を
防
止
・
軽
減
し
、
プ
ラ
ス
と

な
る
こ
と
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
も
の
で
、
市
職
員
が
率

先
し
て
自
ら
の
足
元
か
ら
、
地

球
に
や
さ
し
く
行
動
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
公
用
車
を
１
分
以
上

駐
停
車
す
る
と
き
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
る(

ア
イ
ド
リ
ン
グ･

ス
ト
ッ
プ)

、
公
共
工
事
の
際

は
再
生
材
を
優
先
し
て
使
用
す

る
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
（
エ

コ
マ
ー
ク
　
や
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ク
　
等
が
あ
る
も
の
）を
積
極

的
に
購
入
す
る
等
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
エ
コ
オ
フ

ィ
ス
計
画
で
は
両
面
コ
ピ

ー
の
推
進
、
昼
休
み
時
の

消
灯
な
ど
約
90
項
目
を
設

け
、
2
0
0
2
年
度
か
ら

2
0
0
6
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
、
平
成
12
年
度
を

基
準
年
と
し
て
、
ゴ
ミ
10

％
、
水
道
使
用
量
10
％
、

電
気
使
用
量
５
％
、
ガ
ソ

リ
ン
等
の
使
用
量
を
10
％
、

本
庁
舎
等
の
ガ
ス
使
用
料

10
％
、
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
10

％
削
減
す
る
等
、
数
量
化
で
き
る

も
の
は
、
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
は
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
定
期
的
に
取
り
組
み
の

結
果
を｢

エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
票｣

な
ど

で
把
握
、
公
表
し
、
改
善
し
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
既
に
家
庭
や
事
業
所
に
お
い
て

も
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
市
職

員
が
実
施
行
動
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
市
民
、
事
業
者
と
共
有
し
、

一
緒
に
な
っ
て
地
球
に
や
さ
し
い

行
動
が
と
れ
る
な
ら
、
す
ば
ら
し

い
地
球
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
（
環
境
保
全

課
　
1
８
６
２
―
９
１
９
９
）
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４
月
か
ら
始
ま
っ
た
ご
み
の
有

料
化
に
伴
い
、
門
口
地
域
の
分
別

率
の
向
上
と
は
対
照
的
に
集
合
住

宅
の
ご
み
置
き
場
の
散
乱
が
市
民

か
ら
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ク
リ
ー
ン
指
導
員
連
絡

協
議
会
本
庁
支
部
の
み
な
さ
ん
が
、

見
苦
し
い
集
合
住
宅
の
ご
み
置
き

場
の
改
善
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

今
回
は
若
松
市
営
住
宅
と
壷
川
東

市
営
住
宅
の
約
3
0
0
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
個
別
訪
問
に

さ
き
だ
ち
、
壷
川
東
市
営
住
宅
前

に
集
合
し
た
住
民
約
4
0
人
の
前

で
与
儀
経
済
環
境
部
参
事
は
「
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

市
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
ご
み
減

量
が
極
め
て
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
減
量
目
標
達
成
に
は
ご
み
の

分
別
と
資
源
化
が
一
層
重
要
で
す
。

置
き
場
の
早
急
な
改
善
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
催
者
の
上
間

光
子
支
部
長
は
若
松
市
営

住
宅
前
の
開
始
式
で
「
行

政
ま
か
せ
で
は
な
く
、
私

た
ち
地
域
の
市
民
が
環
境

美
化
の
た
め
、
ご
み
問
題

に
対
し
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
が
一
番
大
事
で
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

本
庁
支
部
の
５
３
人
の
ク

リ
ー
ン
指
導
員
が
１
戸
ず

つ
住
宅
を
訪
問
し
ご
み
の

出
し
方
ル
ー
ル
と
資
源
化

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
個
別
訪
問
で
は
「
ご
み
の
出
し

方
に
つ
い
て
十
分
知
ら
な
か
っ
た
、

今
後
気
を
つ
け
て
出
し
ま
す
」
、

「
市
営
住
宅
以
外
か
ら
オ
ー
ト
バ

イ
な
ど
で
乗
り
つ
け
て
不
法
投
棄

し
て
い
る
」
と
の
住
民
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
中
に
燃
や
す
ご
み

と
燃
や
さ
な
い
ご
み
を
両
手
に
持

っ
た
市
民
と
も
バ
ッ
タ
リ
！

　
市
民
へ
の
啓
発
強
化
が
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
副
支
部
長
の
棚
原
恵
誠
さ
ん
は

「
今
回
の
行
動
で
市
民
と
具
体
的

に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
ご
み
減
量
の
感
触
を
得
た
。
支

部
と
し
て
さ
ら
に
２
回
、
３
回
と

分
別
が
徹
底
す
る
ま
で
頑
張
り
ま

す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
街
づ
く

り
の
た
め
、
ご
み
の
分
別
と
資
源

化
に
市
民
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
環
境
業
務
課
　

　
　
　
　
1
８
８
８-

０
９
３
９

日時：8月9日（金）午後3時より
場所：識名霊園内
　　　　無縁骨仮安置所前

無縁骨仮安置所
慰霊祭のお知らせ

お問い合わせ　環境保全課
1862-9199

環境業務課　1888-0939環境整備課　1861-3952

　那覇市環境保全課管理の無縁骨仮安
置所には公共工事や宅地開発工事等で
発見される無縁骨、身元不明の行旅死
亡人、引き取り人のない死亡者の遺骨
を仮安置していますので、毎年遺族に
代わって那覇市が慰霊祭を行っていま
す。
　今年は、下記の日程で慰霊祭をとり

項　目　新しい心肺蘇生法に基づくq応急手当の重要
　　　　性w応急手当の対象者とその必要性e救命に
　　　　必要な応急手当（観察・心肺蘇生法・止血法）r
　　　　その他の応急手当（傷病者管理法・外傷の手当
　　　　要領・搬送法）
期　日　９月15日（日）午前９時～午後６時
場　所　那覇市民体育館
対象者　那覇市在住、在勤、在学者。
募集定員　30人（定員に達し次第締め切ります。）
受講料　無料
修了証　講習を終了された方々に上級救命修了証を交付
申込方法　那覇市消防本部・警防課・救急係に電話・FAXに
　　　　て申し込みください。
申込期間　８月19日（月）～９月10日（火）
　　　　午前９時～午後４時（土曜日、日曜日除く）
申込先　那覇市消防本部・警防課・救急係
　　　　1886-5150　FAX　884-1416

上級救命講習会

1111111111111111111111111111111111111111111
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市
役
所
全
庁
で
取
り
組
む
！！

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
計
画
実
施
中

ク
リ
ー
ン
指
導
員
が
各
戸
を
訪
問
。

ご
み
の
分
別
・
減
量
へ
の
理
解
と

協
力
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
ね

が
い
し
ま
し
た

若
松
市
営
住
宅
に
集
合
し

た
ク
リ
ー
ン
指
導
員

ご
み
の
分
別
と

　
　
資
源
化
に
ご
協
力
を

ご
み
の
分
別
と

　
　
資
源
化
に
ご
協
力
を

守られない「ごみ出しルール」に
那覇市クリーン指導員本庁支部が総行動　！！

台
風
時
の
ご
み
収
集

ご
み
処
理
等
に
関
す
る
実
態
調
査
の
お
知
ら
せ

◎
台
風
時
の
ご
み
出
し
は
、
散
乱
や
危
険
が
伴
う
た
め
な
る
べ
く

　
次
回
の
収
集
日
に
お
出
し
に
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
那
覇
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
進
め
る
た
め
に
、

ご
み
排
出
・
処
理
に
関
す
る
実
態
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
は
、
概
ね
左
記
の
通
り
で
、
調

査
員
が
各
事
業
所
等
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◯
調
査
期
間
　
平
成
14
年
７
月
〜
平
成
15
年
１
月

◯
調
査
対
象
　
q
那
覇
市
内
の
事
業
所

　
　
　
　
　
　
w
「
那
覇
市
生
ご
み
処
理
機
助
成
金
交
付
制
度
」

　
　
　
　
　
　
　
利
用
世
帯

◎
台
風
に
よ
る
災
害
草
木
ご
み
に
つ
い
て
は
次
の
状
態
の
場
合
、

　
無
料
で
収
集
し
ま
す
。

　
　
　

（１）
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
以
内
で
重
さ
10
キ
ロ
以
内
に
束
ね
た

 

　
　
　
　
草
木
ご
み

　
　
　

（２）
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
暴
風
警
報
が
解
除
さ
れ
た
日
の

 

　
　
　
　
翌
日
か
ら
起
算
し
て
７
日
以
内
の
可
燃
ご
み
収
集
日
に

 

　
　
　
　
出
さ
れ
た
草
木
ご
み
。

◎
都
合
に
よ
っ
て
や
む
を
え
ず
出
さ
れ
た
収
集
日
の
ご
み
は
、
バ

　
ス
の
運
行
開
始
を
基
本
に
台
風
の
状
況
を
み
て
収
集
し
ま
す
。

　
こ
の
場
合
出
さ
れ
た
ご
み
が
強
風
で
散
乱
し
な
い
よ
う
工
夫
し

　
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
バ
ス
の
運
行
が
午
後
２
時
を
超
え
た

　
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
次
回
の
収
集
日
に
お
出
し
下
さ
い
。

児童扶養手当制度が変わりました。（平成14年8月実施）
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
就
労
等

に
よ
る
収
入
の
増
加
が
、
児
童
扶
養

手
当
を
含
め
た
総
収
入
の
増
加
に

つ
な
が
る
よ
う
、
所
得
額
と
手
当
額
と

の
関
係
や
所
得
の
範
囲
に
つ
い
て
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

８
月
は
現
況
届
の
月
で
す
。

　
　
　
　
８
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

こ
ど
も
課
母
子
児
童
係
1
８
６
１-

６
９
０
３

◯
所
得
制
限
限
度
額

　〈
受
給
者
本
人（
２
人
世
帯
）の
場
合
〉

　
・
全
部
支
給
　
９
０
・
４
万
円（
収
入
２
０
４
・
８
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
　
　
　
　  

５
７
万
円（
収
入
１
３
０
万
円
）

　
・
一
部
支
給
　
１
９
２
万
円（
収
入
３
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
　
　
　
　  

２
３
０
万
円（
収
入
３
６
５
万
円
）

◯
手
当
額

　〈
受
給
者
本
人（
２
人
世
帯
）の
場
合
〉

　
・
全
部
支
給
　
４
万
２
３
７
０
円（
変
更
な
し
）

　
・
一
部
支
給
　
２
万
８
３
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
　
　
　
　   

４
万
２
３
６
０
円
か
ら
１
万
円
の
範
囲

　
　
　
※
就
労
等
に
よ
る
年
間
収
入
額
の
増
加
に
応
じ
て
、

　
　
　
　
手
当
て
額
を
加
え
た
総
収
入
額
が
な
だ
ら
か
に

　
　
　
　
増
加
す
る
よ
う
、
手
当
額
を
４
万
２
３
６
０
円

　
　
　
　
（
月
額
）
か
ら
１
万
円
ま
で
き
め
細
か
く
設
定

◯
所
得
範
囲
の
見
直
し

　
・
養
育
費
を
所
得
へ
算
入（
算
入
割
合
80
％
）

◯
所
得
額
の
計
算
方
法
の
見
直
し

　
・
特
別
障
害
者
控
除
の
額
を
35
万
円
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
40
万
円
に
引
き
上
げ

　
・
母
で
あ
る
受
給
者
に
つ
い
て
寡
婦
控
除
の
廃
止

国民年金課の窓口は昼食時間（12時～1時）も受付しています。


